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最近、都心を中心に空気がきれいになってきているのを知っていますか？これは、さまざまな取り組みの結果による
ものですが、例えばディーゼルエンジンから排出される粒子状物質（PM）を除去するDPFシステムの活用により、空気中の
浮遊粒子状物質（SPM）のレベルが減少したこともその大きな要因の一つでしょう。ほかにも、大気中の大気汚染物質を
浄化する「光触媒」や「高活性炭素繊維」「機能性樹木抽出液」などが開発され、さらなる実用化に向けて研究が進め
られています。また、樹木の大気浄化能力の活用を目的とした植樹活動も地方公共団体を中心に行われています。
　
大気汚染との関わりが深い交通の分野では、地方公共団体が中心になった交通需要マネジメント（TDM）によって交通
環境の改善に取り組んでいるほか、環境にやさしいエコカーを選ぶ企業や個人も増えています。
　
大気環境の問題は、官庁だけでなく、すべての人が取り組むべき問題。さまざまな業界で独自の対策がとられ、大気
環境改善に向けて動き出しています。
　
環境再生保全機構では、光触媒や高活性炭素繊維などの新技術に関する調査研究や、植樹や交通需要マネジメント

などに関するマニュアル作成を行い、さまざまな情報を提供しています。

詳しくはホームページ「大気環境・ぜん息などの情報館」（https://www.erca.go.jp/yobou/）をご覧ください。
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減速時は早めにアクセルを離そう
～排出量だけでなく、燃料消費も低減させる、エンジンブレーキの活用を～

車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない運転  ～走行中は一定の速度で～
ふんわりアクセル「eスタート」 ～緩やかな発進（5秒で時速20キロが目安）を～

エアコンの使用は適切に～気象条件に応じてこまめに温度・風量の調節を～
ムダなアイドリングはやめよう ～アイドリングストップで排出量と燃料消費の低減を～
渋滞を避け、余裕をもって出発しよう
～出かける前に計画・準備をして、渋滞や道路障害等のチェックを～
タイヤの空気圧から始める点検・整備  ～確実な点検・整備を～
不要な荷物はおろそう ～必要のないものは車から下ろす習慣を～
走行の妨げとなる駐車はやめよう ～迷惑駐車はやめよう～
自分の燃費を把握しよう ～燃費の把握を習慣に～

人間と環境との関わりについての理解を深め、認識を高める環境教育や環境学習は、目に見えない大気汚染問題と向き合
うための第一歩です。環境再生保全機構のホームページでも、大気環境や大気汚染に関する情報をまとめた「大気環境の
情報館」や、子どもも楽しめる「大気環境の情報館キッズページ」など、環境学習に役立つコンテンツをご用意しています。
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